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小 さ な 森の 妖 精だ ち ～アイ11Ψ シ ュダンス～
OSAKAINTHEWORLDア イ ル ラ ン ド編9月 開 催

OSAKAINTHEWORLDは 、 特 定の 国 に こたわ らない 国際交 流 を 目的に、世 界各地 か ら舞 踊 団な どを招 き 、 毎 年 府 内 各地

で舞踊 公演 や ホー ムステ イな どを行 な いな が ら府民 との交 流 を深め てい ます。今 年 は ア イ ル ラ ン ドか らユ0代 ～20代 の 学 生 を

招 いて、 ア イ リッシ ュタ ンスの公 演 を行 な います。 今話 題 の リバ ー ダ ンスの もととな った ア イ リッ シ ュ ダ ン ス,貝 塚 で の 公

演 は9月25日(月)午 後7時 開演 の予 定 です。公 演 につ いて のお問 い 合わせ はKAIFA事 務 局 までお願 い します。

ア イ ル ラ ン ド っ て ど ん な 国?

ヨーロソバ北西部、 イギ リスの西隣のアイルラン ド島にある共和国。国土はおおむね低 くて平 ら、 気候は温暖で ほとん ど

の地域で降雨 日数か年間200日 を超えるため、 一年を通 じて濃い緑 が保たれています。住民 はケル ト系てすが、長年 にわたる

他のヨー ロッパ系住民 との混由Lが繰 り返 されたため、アイルラン ド人としての身体 的特徴は 見られませ ん。 憲法 止の第 ・公

用語はア イルラン ド語 となっています が、実際には日常生活のほとん どが英語で行 われてい ます。 第二次 大戦では 中立を守

り、戦後は 一貫 してNATOを はじめ どの軍事同盟にも加入 していません。 しか し、ユ955年に国際連合に加入 して以来、国連 平

和部隊には参加 しています。

経済は伝統 的に農牧業を主軸 とす るもので したか、近年、海外資本のエ レク トロニ クスな と、近代工業の進出 により工業

製品の輸出額 を急速に増加 させています。 国民生活の特徴 は、教会 とパ ブ、 ア

マチュアスポーツといわれており、住民の9割 以 上かカ トリック教徒で、教会

に通う人の割合は世界一といわれています。 これには、 イギ リスよ り古 くか ら

キ リス ト教を信奉 してきたという誇 りと、 プロテスタ ン トか多 くを占めるイギ

リスに対する抵抗心 もおおいに影響 しているようです。パ ブは地域社会の社交 諺 ま

場ですが、かつては反英抗争の拠点 として、歴史的役割 も担 ってい ま した.戸

外 スポーツは気候温暖て広い芝生 に恵 まれているため、一年 中楽 しめます。最 一

も人気のある伝統 スポーツはハー リングと呼はれるホ ッケーによ く似た スポー ・'

ツです。 また、釣 りも盛んで特にサケ釣 りはアイルラン ド名物 の一つたそうで

す。

ア イ リ ッ シ ュ ダ ン ス っ て ど ん な 踊 り7
課 糖 アイルラン ドでは日常の楽 しみとしてのダンスがあ り、 ごく何気ない風

㌔ 麟 一 景 としてダ・スが生活の暗 匡とな・てい ます・ペアや グ・レづ で踊 るもの
墜 、♂ .ご が一般 的で すが、 今 回、訪 れ るのは 「モ ダ ン ス タ イ ル(ス テ ップ)ダ ン
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スー と呼はれる、 どちらかとい うと競技のため、人に見せるために踊 るダ

ンスです。私た ちか ら見ると、それはまるで 「足で踊 っている」よ うな も

ので、 上半身の動 きに比べ足 の動 きの鮮や か さは 目を見張 るほ どです。

(かつてのイギ リス統治時代、監視の目をごまかす ため、 窓の外か ら見え

る上半身を動か さずに足だけで踊 っていた という話 もある。)足 を高 く上

げたり、大 きく跳ね 上が ったりしなが ら踊 るスタイルは、まさに 「魅せる1

ためのもの。 ダンサーは圧倒的に女の子が多 く、アイルラン ドでは、 モダ

ン スタイル ダンスが一種の英才教育的な ものとして盛んだそ うです。 百

聞は一見に しかず、ぜひ彼女たちの公演 を見にい らして くだ さい。
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」4F8留 学 生 受 入 れ報 告

Al・Sは 高校生の交換留学を主な活動 とする、非営利の民間国際

教育交流機関です。本部をニューヨークに置 き、現在54の 加盟国間

で教育交流を実現 しています 日本ては1955年 に活動が始まり、留

学生の派遣 と受け入れを行なってきましたc全 国に約/000名 の ホラ

ンテ ィアで、交換留学生、ホス トフ ァミリー、ホストスクールの 支

援を行なっています。

今回KAlFAて は、7∫]3日 か ら8∫]17日 まで、8名 のAlll

S留 学生受け入れを行ないましたDKAIFAで もこのような長期

間の受け入れは初めての試みてあり、戸惑いの中で始まった事業て

したか、多 くの人の支援に支え られて無事終rで きました。 日程の

半はを過きた頃、ホス トファ ミリーの方々や留学生、 日本語研修を

指導 された方の感想を集めてみま した。(こ の原稿 は8月 初旬に書

いた ものです 、)

タ イ の 留 学 生 を 迎 え て 高 橋 み よ子

タイ人留学生を預かるにあたって、二年前に17歳 の タイの男子留

学生を10目 間ほどステイさせた経験上あま り心自己は していませんて

した。

しか し、今回の留学生 トーイIl女 子〕はIl本 語かあまり話せず、

英語かたいたい分かるといった状態。毎 目毎 目英和辞典を片手に、

日本語一英詰一・タイ譜で理解 しあい、気が遠 くなるような毎[で し

た、、たた少 しの慰 めは、娘が英語を話せるので100%お 互 い分か ら

ないことは通訳 して もらえることてした。て も英語に頼 っていては

目本語が ヒ達 しないので、極力 目本語を基本に した辞書片手の毎 日

てす、、

彼女は食へ物は何てもおいしいといって食べて くれ、狭い我が家

に文句 も言わす、'[微 笑みの国『'の人 らしくニコニ コいつ 見て も気

持 ちの良いちょっぴり恥ずか しか りやの[∫愛い女のfて す。

かいつか国際交流協会の、 日本語や 日本文化の勉強も終わり、半

月あまりでタイへ帰 っていきます。最初はお互い大変た ったけれ ど

も、我か家や我か国の良いところも悪い ところも理解 して、 目本の

思 い出と共に楽 しく帰国 して くれた らなあと願 っています。

MeejaideeKornslnee(卜 一 イ)[タ イ]

は じめま して、私は トーイです。 日本に初めて来ました。毎 日、

KAIFAで 日本語の勉強を しました。とても楽 しかったです。

私は日本料理が好きです。特にうどんや焼 きそばが大好 きです。

日本の果物も大好 きです。でもタイに比べて 日本 は(値 段が)高 い

です。先 日、私は友達の家に行っておす しを食べて花火を見ました。

花火はとてもきれいで したが、大 きな音が怖かったです。

私 は 日本が大

好きです。 日本

の人 はかわ いい

ですね。 私 は日

本に来 ることが

できてとても嬉

しいです。 タイ

へ帰 ったら 日本

を恋 しく思 うで

しょう。

置 憶乾
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「Jupち ゃん 」す て きな ニ ックネ ー ム 近 藤 崇 弘 ・由 美 子

ユル ・ブ リナーとテホラ ・カーの 一壬様 と私1のE鼠 、そんな印

象のあるタイの国。その国の首都バ ンコックか ら、かわいい少女が

私達の家に来てくれました。彼女:よ日本語か難 しい。私達はタイ語

かまったくダメ,で も英語 と言う手段があったり彼女は17歳 。幾分

はにかみやではあるか、南の国の人らしく明るい性格で、物事に全

く拘泥 しない。そんなところか私達の家族と融和てきた原因で しょ

うか。 今、本当に楽 しい毎 日てす。

家族が予期もせず突然増えるというこ:とは嬉 しい限 りてす,、彼女

の本名が私達にとっては発音 しがたいのて、もっぱら今、ニックネー

ムの 「シュピちゃん .と 呼んています。彼女は私達の ことを、お父

さん、お母さん、なととごく普通 に呼んて くれますQ

彼 女の 日課は朝7時 頃起きて、8時 前に日本語の授業に行きます。

〕本語 はまだおぼつかないのですか、一生懸命話を して くれます。

当方の娘 とも時々遊びに行 ったりして、 もう家族の一員です。

SukumarnWoranwatthanabancha(ジ ュ プ)[タ イ]

は じめ まLて1私 はSukumarnWaranwatthanabanchaで す 。ニ ッ

クネ ー ム はJupで す 。17歳 で す 。 私 の 誕 生 日は6月22日 で す 。 タ イ

の バ ン コ ク か ら来 ま した 。

私 は5人 家 族 で す,,私 の 学 校 はCatorlcで す.私 の 趣 味 は 映 画 を 見 る

こ と で す 。 日本 の 食 べ 物 が 好 き で す 。 日本 に は は じめ て 来 ま した 。

私 のhostは 近 藤 さ ん で す 。HOStの 家 はHannan-Cltyに あ り ま す 。Host

famllyは お 父 さ ん と お 母 さ ん と お姉 さ ん と お 兄 さ ん が い ま す 。 み ん

な と て も 親 切 で や さ しい で す 。 お 母 さ ん は お い しい食 べ 物 を つ く り

ま す 。 私 の 日本 の 学 校 はKAIFAで す 。 先 生 は 私 た ち に 日本 語 を 教

え て くれ ます 。 と て も親 切 で す 。
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み か ん ち ゃん が や って き た 奥野 恵 子

平成12年7月1日 、新大阪駅24番 ホームで タイから来た 女の子 と劇

的な出逢いを果たしました)名 前はナンシダ シアロム。愛 祢はソ

ム 〔みかん),、とても聡明で店発な女の子。留 学牛受け入 れは今同

か初めて という我か家族にとって記念すへき出来事の始まりてした.

彼女のことを ・日ても早 く理解できれはと右往芹往す る家人を尻

Hに 、 二「IHて 我か家のライフスタイルを呑み込み、 ¶ 目で ファ

ミリー メンバーにな りきってしまった彼女。そのゴはらしい順応力

に只々圧倒された私たちてありました。そ して本当にグロー八ライ

セイシ3ン の峙代であることを実感 しました。 しか しながら、少 し

慣れて くると厳 しい現実 に直面 しなければな りませんて した、、たと

えば彼我の文化の差に戸惑 った り、腹を立てた り、また、些細なこ

とはか り目についていらい らしたりしおそ らく彼女に⊂って もしん

とい時期であった⊂思いま⇒,只 、私にとってはその しんどさを如

何に乗 り越え るかを模索する作業は、n分 の人間性を見つめ直す作

業て もあッた と思いまづ。

ソムによってその機会か与え られたことを今は感謝 しています.

残す ところ 週 間あまりの彼女との生活 に於いてひとつでも多 く、

すはらしい思い1「hか残せたらと願 っています.

NanthldaJlyarom(ソ ム)[タ イ]

も ともと私はマ ンガか ら日本の ことをは じめて知 りました。とて

もおも しろい と思い、好きになったので、日本へ行きたいと思い日

本語を勉強 しま した。本当に日本へ来ることができてとても嬉 しい

です。

ここに来た新 しい友達が7人 います 、2人 はタイから、他の人は

アメリカからです。AFSの 友達は思った以上にみんないい人でよかっ

たです。最初はみんな静かでこわい人みたいだったんですけれども、

しばら くしてみんながどんな人かよ く分かりました。みんな と友達

になれてとても嬉 しい1

日本語を勉強 しているとき、私たちがお しゃべ りしてもふざけて

も先生方はが まん強 く教えて くれ ました。「ありが とうござい まL

た。」家族もみんなとても親切に して くれて 「あ りが とうござい ま

す。」

私は自分で悪いこともいっぱい したと分かっているので、 ここで

先生方や家族にあや まります。「ごめんなさい。」

時のたつのは本当に早いです。最後 まで最善を尽 くして 日本語

を勉強 します。
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AmandaRobinson[U.S.A.,

私 の名前はアマ ンダです。16歳 です。私 は両親 と兄 と一緒に住ん

でいます。フィール ドス トン高校に通っています。私は自然が大好

きで、探検を した り、本を読んだ り、歌を歌った りするのも大好き

です。

私 は日本で4週 間を過ごしました。そして 日本が大好 きにな りま

した。た くさんのお寺を見て、難波 にシ ョッピングに行って、京都

にも行きました。そ してもちろん貝塚市内も楽しみ ました。

私 は日本でい

ろんなことを楽

しみました。 こ

こでの体験が一

生忘れないもの

になるように、

残 りの時間を楽

しみたいと思い

ます。

AustinMierow[USA.,

僕 の名前はオスーティン。16歳 です。アメリカから来ま した。

今回の日本での滞在で私は多 くの ことを教えられ ました。 日本の

ことを知るだけでな く自分自身のことを知る良い機会でした。

TylerOwens[U.S.A.,

ぼ くは日本に来るまで、 日本人がどんな風 に生活 しているのか想

像 もつかなかった。でも今、 ここで生活 してみて、 どこに住んでい

る人 も基本的に同じだと気づ きました。

しか し、日本での寝る方法 は結構違 っていました。ベ ッ ドで寝る

かわ りに、毎 日布団で寝 ます。布団はぼくのベ ッ ドよりかな り小さ

くて、掛け布団もたった一枚 のブランケ ッ トだけです。今ぼ くは、

そんな布団で毎 日寝ていて慣れてきたけど、大きなベッ ドも恋 しい

です、,

それから、何 といっても日本の食事 は最高です。 日本人はあまり

スパイスを使わないかわ りに自然の香 りを大切に している。す しは

ぼくの一番好きな食べ物です。ライスは食事 のときにいつ も出て く

る。それはとても嬉 しい。なぜな らば、ぼ くは本当にライスが好き

だからです。 日本食は、誰 もが一番 おい しいと思 うはずです。

とにか く、 日本は住むのに最高の場所です。少 し暑すぎるけれど、

日本は本当に楽しいことがいっぱいで最高です。

AndrewLebensburger[U.S.A.]

私 の名前はエンデ ィ、18歳 です。ア月1日 から8月1ア 日までホーム

ステイをしています。家族の名前は繁本さんです。私 は繁本 さんの

家族が大好きです。なぜなら、家族の人はみんな日本語を教えて く

れます。 日本語 の勉強が大好 きです。私は少 し日本語が話せます。

電話で話すこともできるようにな りました。

日本はとてもおも しろいところで、食べ物 もおい しいです。特に

和食が好きです。 日本で買いたいものがた くさんあ りますが、とて

も高いです。近い将来、また 日本へ是非来たいと思っています。
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MaeKaufman[U.S.A..

日本 は楽 しいと思 います.日 本の食べ物はとてもおいしいです,,

私が一番好きな 日本の食べ物 は、そ うめんとおす しです。私のホス

トファミリーも楽 しくてやさしいです。私のお母さんは料理が上手

です.お 母さんは一番大好きです。今、5週 間日本 にいますが、と

ても楽 しく過 ごしています。

語 学 研 修 ブ ロ グ ラ ム を 終 え て

日本 語 部 会 干 歳 敵 造

日本語ボランテ ィアの皆さんと共にAFSの 語学研修アロゲラム

を無事終わることがてきて喜んています たず さわ られた先生方、

日本語ホランテ ィアの皆 さんご1「匠1傍様てございま した。

日本語指導養成講座を受けただけて外国の高校生に日本語を教え

ることは、私にとって鄭事業て したか頑張 ってみま した.

今後のAFS高 校 生の日本語勉強の うえで参考になるか否かは別

として、今回の耕修プログラムて私の感 じた点は次の とおりてす、

1.教 える相手は外国の高校生とい ってもH本 の高校生と変わりあ

りません。あ くまでものを教える態度で接すべきです

2.一 日4£語授業て何を教えるのか1が 大 明て才.求 め られる 日木

語のレベル も内容 も学習者によ って異な ります。 」卜削に彼らの

冒本語既習 レベルとニーズを知るべきて した。1μ勘 に教科書の

選択 も大切て した。私か初めて接 した とき、彼 らの何 人かは動

詞の辞書形は既習 しているようて した,勉 強は数の数え方や五

十音図なとか ろ始まりま したが、彼らが勉強に退屈 し、だらけ

た したのもこれか原因てはなか ったかと反省 しています。

3.彼 らの日本語既習状態 も全員が 一様てな く、途 中て一.人と六人

の二つのケルーブに分かれましたが、それでも六人 クルーブを

さらに二つに分けた方かよか ったのてはなかったかと思 われま

した、難 しいことてしょうか、教える人は多けれは多いほとい

いてす.で きればマン ・ツー ・マ ンか望ま しいてす。

4,そ の ヒに難 しいことですか、ある期間中は教える人は変わらな

いて毎[続 けるほうがいいと思います。勉強する側にとっては、

今 「iはこの人、明11は あの人てはちょっととまとったか も知れ

ません。仕事を持 っている人もあり、難 しい二とですが。

5.勉 強時間を朝9時 か ら1211寺を こ時限に区切 り50分 勉強で1D分 休

憩にしましたか、勉強を能率的に し、その緊張を維持させ るに

は4D～45分 が 限界てあると聞いたことかあります、、1〔〕分の勉強

時間ではいかかて しょうか 、

6,漫 然 と勉強す る人全員に向かって 「よ くてきました1は 駄 目て

す、たとえば文型の練習て も、個別に出来たときは出来たこと

を認めて 「よし」 という合図を送 ってほめてや ったり、間違 っ

たことはきっちり直 してやった りして、ただ文章を言わせるだ

けに終わ らないようにすべきで しょう。

T,教 える人もやはりf習 はい ります。浜然と今日はこんなことを

教えましょうてはな く、その日の教える順序や注意点な と細か

くメモを しておいた方がいいと思います。

教える私 も暗中模索の状態で した,来 た ときに比べて彼 らの 日本

語 レベルかLか ったか とうか気になるところですか、まあ[本 語の

雰囲気 に少 しで も皮 って くれたたろうと自己満足 しています.

日 本 語 レ ッ ス ン に つ い て の 感 想

日本 語 部 会 沢 田 直 子

7月 の初めに、かいつか国際交流協会かAFSか ら高校生を受け

人れま した、 ダイ人3人 とアメリカ人5人 。 そして7月3日 か ら28

[ま での1週 間にわた って、 日本語指導養成講座の修了生を中心に

日本語の レッスンを行ないました。

初めての試みで、また「ド前の準備が不足 していたため、途中て ク

ラ 又を2つ に分 けたり、テ土ス トを変史 したりいろいろ大変で した。

ツラス指導の難 しさとともに異なる文化圏の人ケとのつきあい方に

も戸惑 いを感 じました。たぶん彼 らに関わ った皆 さんも同様たった

ことで しょう.で も8人 とも最後 まで参加 し、31日 のスピーチ も頑

張って くれました。彼 らには、午後からの茶道 ・華道 ・手打 ちうど

んなどの文化紹介 もきっと楽 しい思い出になったことて しょう∩
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日 本 語 部 会 か 弓
日本 語 サ ロンで学 習 され て いる 方達 か らの 母 国 語 で の メ ッセ ー ジ です 。

ピ遍 藷 訪'一㊥ ⑭ 一_/'i＼ 魁・
{餌 銅 弱 看叫.蔑

㍉ 亥吻 能伽 姻 震 嗣
㌔紳 拷 幽 彪 加 紗1伽 鯛 ・

物 狗 貯 伽 纏.溜 御 そ
ま

/翼 魏 ・輔 勿關 ¢勧 、
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、
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1旭 ・色豹 略 界 ・・巴圃 知 弟剣コ・彬 旙/

/綱 舞 魏↑員画 蔀 告鯛 裾!

鵡 灘 壕欝婦撫誌,キ
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私 の 小 さ な 国 際 交 流 赤 坂 多 美

昨年の夏、我が家にオース トラ リアか らかわいい3人 の女の子た

ちがや ってきました。私たち家族 は彼女 たちとともに楽 しい数 目間

を過こしました。そ してお互いの蒔会を約束 し、彼女たちはオース

トラリアへと帰 っていきました,そ の後 も何度 とな く手紙を交換 し

ていました。そんな折、オース トラリアへの短期語学留学の話か持

ち上が り、彼女 らにそのことを伝えるや否や彼女たちの両親か らぜ

ひ我が家へ来て欲 しいとの連絡か入 りました。私 は彼女たちに会い

に行 く決心をしました。

2週 間のシ ドニーでの学校終 ∫後、す ぐに彼女 らの待つブリスペ

ンへと飛び立 ちました.、なにふん初めての海外一人旅、 タクシーを

予約 してか ら皆に会うまで本当に緊張の連続で した。空港で飛行機

を降 り、エ レニーの家族や親戚の人たちが1両手にいっぱいの花束を

抱え、手を振 っている姿を目に したとき、 ピー ンと張り詰めていた

緊張の糸が揺 るみ思わず涙があふれました。その夜はイースターの

日で もあり、大勢の親戚の人たちが各自自慢料理を手にし集まって

きま した、,裏庭のプールサイ ドで私の歓迎パーティを して下さいま

した。私はそこで小さな小さな国際交流を しました、,あくるrlか ら

もほとん ど毎 目のように家族全員で私を もてな して下 さいました。

私は申 し訳なく思い、何度 とな くお断 りを しま したが、 「娘か 日本

てお世話になった分とうかお礼をさせて ドさい。.と いって聞 き入

れては くださいませんで した。

ある目の早朝、近 くの公園へ散歩 に出かけていった日のことです。

白く朝もやのかか った木々の間か らこぼれ散 る目の光の中を、赤や

黄や緑色の美 しい鳥かさえず りなから飛び交 う様子は言葉ては言い

表せないぐらいすばらしい ものでした。そんな中、ジ ョキングす る

人々の姿かあり、通 り過ぎるたびにどちらからともな く 「グッド・

モーニンクー と声をかけ合うのです。また沼地の真中あたりの倒れ

た木の上に小さな ドラゴンが横たわる様なとを眺めていると、なん

とな く忘れかけていた遠い昔に戻 ったようなそんな心の安 らぎを覚

えました。

とうとう別れの 日がや ってきました。た くさんの人たちに見送 ら

れ互いに人粒の涙て別れを告げました。 とりわけ、エレニーの父親

の遠 く離れた椅子に首を うなだれて座 っている姿は、今 も忘れるこ

とはてきません.、

私はお金て買えない人の真心 というすばらしいプ レセ ントを得 る

ことがてきました、 このようなすばらしい体験をさせていたたけた

ことは何物に もかえがたい財産てあると感謝 しています、

雛
遷

飛

COMEONANDJOINUS!

一緒 に楽 しみ ま しょう1

KAlFAで は、新会員を随時募集 しています。 国際交流

に興味のある方、外国語で会話 してみたい方、 ホス トファミ

リーを引き受けていただける方、イベ ントのお手伝いなどを し

ていただける方、一度私達の活動を覗いてみませんか7

イベントやパーティ、公演な どは広報紙でも紹介 していま

すので、お気軽にお越 しください。(事 前に申込みが必 要なも

のもあります。)

そ して、楽 しさが分かっていただけたなら…是非ご入会を!

縦 嫡嫌 イヘント ・行事 ・INFORMATION縦 嫌 これ

外国人の為の 日本語サ ロン

KAIFA事 務所:上 ・木 曜 円の午前

福祉 セ ンター,火 ・金曜 口の夜

その他

☆いずれも事務

局までお問い合

わせ くたさい。

オ オ サ カ ・イ ン ・ザ ・ ワ ー ル ド ～ ア イ ル ラ ン ド編 ～

今 年 の 公 演 は 、 今 話 題 の ア イ リ ッ シ ュ ・ダ ン ス で す 。

9月/4目 の 八 尾 市 を 皮 切 りに 、 府 内 各 地 を 訪 れ ま す 。 貝 塚 市 て の 公

演 は 、9月25rl(月)19・00～ コ ス モ ス シ ア タ ー で 。 そ の 他 泉 南 地

域 で の 公 演 は 、19目(火)19、00～ 阪 南市 サ ラ ダ ホ ー ル 、22口(金)

1830～ 泉 佐 野 市 泉 の 森 ホ ー ル 、29[(金 〕 岸 和 田 市 マ ドカ ホ ー ル

で 行 わ れ ま す 。E記 は す べ て 無 料 で す 。 ぜ ひ お 越 し く だ さ い,,

鱗饗
」

欝:こ

喚. 盾

**会 員 の 皆 さ ん に お知 らせ***

～会 費の納め忘れはあ りませんか?～

KAlFAの 催 しや会報の発行は、皆 さんの会費を基に行われてい

ます。納め忘れのないようにお願いいた します。

～部会参加者大募集～

イベ ン トの企画やホームステイの支援、会報の発行など、各部会

の盾動を一緒に していただける方を求めています、、われ こそはと思

われ る方は、 どしど しお申 し込 み下さい。

《投 稿 募 集!》

より楽 しい紙 面作

りのため、皆様か ら

の投稿を募集します。

国際交流に関す る身

近な話題を事務局ま

でお寄せ下 さい。

送 り先は右記へ

編 集 発 行:か い つ か 国 際 交 流 協 会(KAIFA)

発行責任者 会長 竹 内 賢 一

2000年9月 発 行 ・第9号

〒5978585貝 塚 市 畠 中1171

貝 塚 市 役 所1F交 流 推 進 課 内

電 話:0724-23-2/5/内 線2321

FAX:0729…22…901i

http//wwwmydome_or7p/kaizuka
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